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研究成果の概要（和文）：新型コロナウィルスの感染拡大により、研究計画を修正し、リモート会議システムに
よってデータ収集が可能な内容に絞って、「小児集中治療室（以下PICU）で終末期を迎えた子どもの両親と関わ
った医療者は、両親の様子をどう捉え、どのような意図で何を行ったのか」について検討した。34名の看護師に
インタビューを行い、収集したデータを分析した結果、【看取りへの後押し】という現象が明らかになった。
くわえて、本助成開始前に収集した、PICU入院児に家族が面会する15場面の観察データと、医療者15名へのイン
タビューデータを分析し、【きょうだいの居場所をつくる】という現象を把握した。

研究成果の概要（英文）：Due to the spread of the Covid 19, we revised our research plan and focused 
on elements that could be collected with a remote conferencing system. We studied medical 
professionals who worked with the parents of children at the end-of-life stage in the pediatric 
intensive care unit (PICU) . We looked at how these medical professionals grasped the situation of 
the parents and how they developed their approach toward the families. As a result of interviewing 
34 nurses and analyzing the collected data, the phenomenon of “Supporting from Behind” was 
revealed. 
In addition, we analyzed observational data from 15 situations where families visited children in 
PICUs as well as interview data from 15 medical professionals collected before the start of this 
grant, and were able to clarify the phenomenon of “Making a Place for Siblings”.

研究分野：小児看護学

キーワード： 小児集中治療室　end-of-lifeケア　ターミナルケア　情報共有

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通して、PICUで終末期と判断された子どもの両親に対して、看護師が、他の医療者と協力し、両親の意
向に配慮しながら闘病環境を整え、家族がよい時間を過ごすことができるように【看取りへの後押し】をしてい
ることが分かった。同時に、適切な【看取りへの後押し】を行うためには、情報を医療者間で共有することや、
医療者自身が疲弊しないようにサポートし合うことが重要であることもわかった。本研究の結果は、プリミティ
ブながらも、今後のPICUにおけるend-of-lifeケアの検討につながるものであると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

申請者らは、これまで、子どもが小児集中治療室（以下、PICU）に入室中に両親が何を体験するのか

を質的研究で捉え、量的研究で把握した両親のストレス・不安の度合いとその経時的変化を含めて、混

合研究法を用い、米国との比較も踏まえて検討してきた。その中で、米国ほどではないものの、両親の

経験するストレスは日本でも高いことがわかった（西名他, 2018； 岩田他, 2018）。くわえて、小児集中治

療医が交代で 24 時間管理する体制では、日々異なる医師が担当するために、医師とのコミュニケーシ

ョンが十分にとれず、子どもを任せることに不安を抱く両親が少なくないことも明らかになった（戈木Ｃ他, 

2018）。 

これまでの研究では、主に子どもが回復に向かっている両親を対象にしたが、それでさえ、上述した

通り両親のストレスや不安の度合いは高かった。これが、子どもの生命を救うことが困難な場合には、両

親のストレスや不安はさらに高まるものと推測される。しかし、それをケアする医療者側の状況をみると、

小児集中治療医の面談には情緒的なサポートが少ない傾向があり（Ciriello 他, 2017）、end–of-life ケア

を苦手だと感じる医療者が多いと指摘されている（Jones&Cater，2010）。くわえて、日本の小児集中治

療医を対象とした調査では、end-of-life ケアの教育が行われていない施設がほとんどだという結果も示

されている（Seino 他，2019）。 

以上から、PICU で死に向かう子どもの両親に対する、適切な情報提供と end-of-life ケアのあり方を

検討する必要性は明らかである。しかし、未だ、PICU における情報提供と end-of-life ケアの実態が明

らかにされていない段階にあるため、本研究では、終末期と判断された子どもの両親に、医療者がどの

ような情報提供と end-of-life ケアを行い、両者間でどの様なやり取りが行われているのか。それが、両

親にどのような影響を及ぼしているのかを明らかにしたいと考えた。 

 

２．研究目的 

PICU で終末期と判断された子どもの両親に、医療者はどのような情報提供と end-of-life ケアを行っ

ているのか。その中で、医療者と両親との間にはどのようなやり取りがあり、それは、両親にどのような影

響を及ぼすのかを明らかにする。 

 

３．研究方法 

１）研究デザイン：質的探索的研究 

２）データ収集方法：以下の参加観察を行ない、分析後にインタビューを行う。 

（１）参加観察 

PICU で終末期と判断された子どもの両親と医療者との医療面談場面に立ち会い、両親と医

療者間のやりとりを観察する。 

   （２）インタビュー 

①PICU で終末期と判断された子どもの両親：両親が医療面談の場での医療者の説明や関

わりをどう感じ、どう理解したのかについて話してもらう。 

②PICU で終末期と判断された子どもの両親と関わった医療者：医療者は両親の様子をどう
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捉え、どのような意図で何を行ったのかを話してもらう。 

 ３）データ分析 

データ分析では、医療者からの情報提供と end-of-life ケアによって、医療者と両親との間にどのよ

うな相互作用が生じ、それが両親の体験にどう影響するのかというプロセスを把握する。本研究の特

性から考えて、数多くの相互作用のプロセスを把握することによって結果の普遍化を目指す、グラウ

ンデッド・セオリー・アプローチを用いる。（Strauss, 1987,1998; 戈木Ｃ,2013,2016） 

 

４．研究成果 

本研究は２つの小児専門病院で行うこととなっていた。研究初年度である 2020 年４月に、両病院

PICU における両親への医療面談場面の観察と、インタビューによるデータ収集を開始した。しかし、2

事例の観察データおよびインタビューデータを収集した時点で、新型コロナウィルス感染症の流行拡大

により、両病院に部外者が立ち入ることができなくなってしまった。 

状況が改善する時期を待ってデータ収集を再開しようとしたが、いつまでも再開の見通しが立たない

ため、最終的に、状態がもとに戻るまでの変更案を考えざるを得なくなり、研究対象と方法を変更した。

（そして、結果的に、助成期間中に状態が戻ることはなかった。） 

変更後の研究では、もともと計画した上記３−２）−(２)インタビューの「②PICU で終末期と判断された

子どもの両親と関わった医療者：医療者は両親の様子をどう捉え、どのような意図で何を行ったのかを

話してもらう。」を中心とし、リモート会議システムを利用して、 医療者に PICU で終末期と判断された子

どもの両親と関わった具体的な体験事例をあげてもらい、両親の様子をどう捉え、どのような意図で、何

を行ったのかについての話を聞いた。そして、このデータを分析した結果、【看取りへの後押し】という現

象が明らかになった。 

くわえて、家族の状況を把握するために、本助成研究の開始前に収集していた、PICU 入院児に家

族が面会する場面の観察データと、医療者へのインタビューデータを分析し、【きょうだいの居場所をつ

くる】という現象を把握し、論文として発表した。以下、これら２つの現象について説明したい。 

 

１）【看取りへの後押し】という現象 

国内 9 施設、34 名の看護師にインタビューを行い、収集したデータを分析した結果、【看取りへの後

押し】という現象が明らかになった。（図１） このカテゴリー関連図はまだ暫定的なものであるため、今後

さらにデータ収集と分析を重ねた上で、論文として発表する予定である。ここでは、現段階での分析結

果を説明する。 
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図１．【看取りへの後押し】という現象に関するカテゴリー関連図（暫定版） 

 

看護師たちは、医師や他の医療者と協力しながら、PICU で終末期と判断された子どもの両親に対し

て、子どものためにできることを提案したり、面会時間の調整、面会者の拡大、両親が子どものためにし

たいことを聞くといった方法で、両親の意向に配慮しながら、時に、両親に子どもにとってどうかということ

を問いかけながら、家族がよい時間を過ごすことができるような状況を作ろうとしていた。 

医療者が適切な【看取りへの後押し】を行うためには、両親の言動やそれを通して推測される気持ち

に関する情報を医療者間で共有することや、医療者自身が疲弊しないようにサポートし合うことが重要

であり、子どもの状態を、両親にいつ、どう伝えるかを医療者間で検討し、両親の歩調に合わせながら、

両親の理解を促すことが必要であることもわかった。 

 

２）【きょうだいの居場所をつくる】という現象 

PICU 入院児に、そのきょうだいが面会する場面を観察した 8事例 15場面の観察データと、PICU 入

院児と面会するきょうだいと関わった経験をもつ医療者15名へのインタビューデータを分析した。観察、

インタビューともに終末期の事例が含まれており、分析によって、【きょうだいの居場所をつくる】という現

象を把握することができた。（図２） 
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   図２．【きょうだいの居場所をつくる】という現象に関するカテゴリー関連図 

 

データ分析の結果、PICU 入院児との面会の場で、医療者が、【きょうだいの居場所をつくる】という働

きかけを中心に、《きょうだいの気持ちの推察》や《きょうだいの入院児に関する理解の推察》によってき

ょうだいの状況を捉えながら、《両親がきょうだいに関わる余裕の査定》や《両親の意向の把握》によって

両親の状況にも目を向けて、きょうだいを支援していることがわかった。そして、入院児が終末期と判断

された状況での面会であっても、医療者が、《きょうだいの入院児への関わり》や《きょうだいの入院児に

関する言動》、《きょうだいの気持ちの表出》といったきょうだいの言動に合わせて、【きょうだいの居場所

をつくる】、《きょうだいと入院児をつなぐ》、《きょうだいと両親をつなぐ》という働きかけを適切に行うことで、

《両親ときょうだいとの体験の共有》につなげることができれば、きょうだいと両親とが一緒に入院児を囲

み、《きょうだいを含めた家族の時間》をもつことができていた。 

 

以上、本助成期間に見いだした、【看取りへの後押し】と【きょうだいの居場所をつくる】という現象につ

いて説明した。先に述べたとおり、すでに、本助成前からデータ収集と分析を始めていた【きょうだいの

居場所をつくる】という現象は論文として発表できたが、【看取りへの後押し】については、まだ分析の途

上にある。今後、さらにデータ収集と分析を重ねた上で、論文として発表したいと考えている。 
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